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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内径が順次小径寸法となる傾斜孔を有する合成樹脂材製の内側筒体と、この内側筒体の
内壁面の軸心方向に形成された少なくとも３個以上のガイド片と、これらのガイド片間に
軸心方向にスライド移動可能に取付けられた内壁面にボルトと螺合されるねじ山が形成さ
れた少なくとも３個以上のナットセグメントと、前記内側筒体の小径部側端部を除く部位
の外周部を覆う後端部にボルト挿入孔が形成された外側筒体と、この外側筒体内に収納さ
れた前記内側筒体内の少なくとも３個以上のナットセグメントを常時該内側筒体の小径側
へ付勢する付勢スプリングと、前記内側筒体の小径側端部と当接し、前記少なくとも３個
以上のナットセグメントと螺合するボルト挿入孔が形成された前記外側筒体の外周部より
も外方へ突出する該外側筒体に取付けられた複数個のビス等の挿入孔を有するフランジ状
の取付け片とからなることを特徴とするナット。
【請求項２】
　内径が順次小径寸法となる傾斜孔を有する合成樹脂材製の内側筒体と、この内側筒体の
内壁面の軸心方向に形成された少なくとも３個以上のガイド片と、これらのガイド片間に
軸心方向にスライド移動可能に取付けられた内壁面にボルトと螺合されるねじ山が形成さ
れた少なくとも３個以上のナットセグメントと、前記内側筒体の小径側端部を除く部位の
外周部を固定的に覆う後端部にボルト挿入孔が形成された外側筒体と、この外側筒体内に
収納された前記内側筒体内の少なくとも３個以上のナットセグメントを常時該内側筒体の
小径側へ付勢する付勢スプリングと、前記内側筒体の小径側端部に位置し、前記少なくと
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も３個以上のナットセグメントと螺合するボルト挿入孔が形成された前記外側筒体の外周
部よりも外方へ突出する該外側筒体に回動可能に取付けられた複数個のビス等の挿入孔を
有するフランジ状の取付け片とからなることを特徴とするナット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は木造住宅の桁と桁との接続を補強する場合に使用される羽子板ボルトに螺合さ
れるナットや、桁と桁との接続補強等に使用されるナットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、木造住宅の桁と桁との接続を補強する場合、一方の桁に羽子板ボルトの頭部を固
定し、該羽子板ボルトの先端部を他方の桁に形成したボルト挿入孔に挿入して、座金を介
して該ボルトにナットを螺合させて締め付け固定している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　従来の羽子板ボルトを用いる桁と桁との接続の補強では、桁を構成している木材が乾燥
して収縮すると、ナットでの締め付け状態が解除された状態となって、補強としての機能
をしないという欠点があった。
　また、羽子板ボルトへのナットの取付けは羽子板ボルトの端部よりナットを螺合させな
がら、所定の締め付け位置まで螺合させなければならず、手数がかかるという欠点があっ
た。
【０００４】
　本発明は以上のような従来の欠点に鑑み、ナットの締め付け部位まで押し込み状態で位
置でき、わずかな締め付け作業で締め付けることができるとともに、締め付け部の寸法が
小さくなった場合でも、十分な締め付け状態を保持することができるナットを提供するこ
とを目的としている。
【０００５】
　本発明の前記ならびにそのほかの目的と新規な特徴は次の説明を添付図面と照らし合わ
せて読むと、より完全に明らかになるであろう。
　ただし、図面はもっぱら解説のためのものであって、本発明の技術的範囲を限定するも
のではない。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明は内径が順次小径寸法となる傾斜孔を有する合成樹
脂材製の内側筒体と、この内側筒体の内壁面の軸心方向に形成された少なくとも３個以上
のガイド片と、これらのガイド片間に軸心方向にスライド移動可能に取付けられた内壁面
にボルトと螺合されるねじ山が形成された少なくとも３個以上のナットセグメントと、前
記内側筒体の小径部側端部を除く部位の外周部を覆う後端部にボルト挿入孔が形成された
外側筒体と、この外側筒体内に収納された前記内側筒体内の少なくとも３個以上のナット
セグメントを常時該内側筒体の小径側へ付勢する付勢スプリングと、前記内側筒体の小径
側端部と当接し、前記少なくとも３個以上のナットセグメントと螺合するボルト挿入孔が
形成された前記外側筒体の外周部よりも外方へ突出する該外側筒体に取付けられた複数個
のビス等の挿入孔を有するフランジ状の取付け片とでナットを構成している。
【０００７】
　また、本発明は内径が順次小径寸法となる傾斜孔を有する合成樹脂材製の内側筒体と、
この内側筒体の内壁面の軸心方向に形成された少なくとも３個以上のガイド片と、これら
のガイド片間に軸心方向にスライド移動可能に取付けられた内壁面にボルトと螺合される
ねじ山が形成された少なくとも３個以上のナットセグメントと、前記内側筒体の小径側端
部を除く部位の外周部を固定的に覆う後端部にボルト挿入孔が形成された外側筒体と、こ
の外側筒体内に収納された前記内側筒体内の少なくとも３個以上のナットセグメントを常
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時該内側筒体の小径側へ付勢する付勢スプリングと、前記内側筒体の小径側端部に位置し
、前記少なくとも３個以上のナットセグメントと螺合するボルト挿入孔が形成された前記
外側筒体の外周部よりも外方へ突出する該外側筒体に回動可能に取付けられた複数個のビ
ス等の挿入孔を有するフランジ状の取付け片とでナットを構成している。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　以下、図面に示す実施の形態により、本発明を詳細に説明する。
【０００９】
　図１ないし図１２に示す本発明の第１の実施の形態において、１は図１に示すように木
造住宅の桁２と桁３との接続の補強を図る場合等に使用される連結具で、この連結具１は
図２および図３に示すように楕円形状の板状に形成された他端部寄りの部位にボルトや釘
等の挿入孔４を有する取付け板５と、この取付け板５の一端部寄りの部位に一端部が溶接
等によって固定された他端部が外方に突出するボルト６と、このボルト６に所定位置まで
押し込んだ後、螺締めすることができる本発明のナット７とで構成されている。
【００１０】
　前記ナット７は図４ないし図９に示すように外壁８が多角形状、本発明の実施の形態で
は六角形状に形成され、内壁９に順次小径寸法となる傾斜孔１０を有するナット本体１１
と、このナット本体１１の大径側の端部に形成されたボルト挿入孔１２を有するストッパ
ー片１３と、前記ナット本体１１の内壁面の軸心方向に形成された少なくとも３個以上、
本実施の形態では３個のガイド片１４、１４、１４と、これらのガイド片１４、１４、１
４間に軸心方向にスライド移動可能に取付けられた、内壁面にボルト６と螺合されるねじ
山１５が形成された３個のナットセグメント１６、１６、１６と、前記ナット本体１１の
小径側の端部に溶接等によって固定された、前記３個のナットセグメント１６、１６、１
６の抜け脱を防止するとともに、該ナット本体１１の外周部よりも外方に突出する複数個
のビス挿入孔１７、１７が形成されたフランジ状の取付け片１８と、前記ナット本体１１
内のストッパー片１３と前記３個のナットセグメント１６、１６、１６との間に、該ナッ
トセグメント１６、１６、１６を常時ナット本体１１の小径側に必要に応じて座金１９ａ
を介して付勢する付勢スプリング１９とで構成されている。
【００１１】
　前記３個のナットセグメント１６、１６、１６は前記ナット本体１１の小径側よりも付
勢スプリング１９側が厚肉となるように形成されている。
【００１２】
　上記構成の連結具１は図１に示すように、桁２と桁３とを補強する部位にボルト挿入孔
２０、２０を形成し、桁３のボルト挿入孔２０にボルト６を挿入した後、取付け板５をボ
ルト２１、ナット７によって桁２に固定する。
　しかる後、ボルト６にナット７の取付け片１８を前方にして、図１０に示すように締め
付け位置まで押し込む。
【００１３】
　この時、付勢スプリング１９の付勢力に抗してナットセグメント１６、１６、１６は傾
斜孔１０の大径側へスライド移動し、ボルト６の侵入を可能にする。
【００１４】
　次に、ナット７をスパナ等を用いて締め付けることにより、図１１に示すようにボルト
６のねじ部６ａとナットセグメント１６、１６、１６のねじ山１５、１５、１５が螺合し
、桁２と桁３とを締め付け固定し、締め付けが完了すると取付け片１８のビス挿入孔１７
、１７に釘やビス２３、２３を打ち込み、取付け片１８と桁３とを固定する。
　この場合、取付け片１８の外周部に鉤状のピンを打ち込んで固定してもよい。
【００１５】
　このようにして取付けられた連結具１は桁２、３が乾燥し縮む場合、図１２に示すよう
に、桁３に釘やビス２３、２３によって固定されているナット本体１１は桁３の端部と一
体になって移動するが、ナットセグメント１６、１６、１６は付勢スプリング１９の付勢
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力に抗してスライド移動し、締め付けが緩むのを防止する。
【００１６】
【発明の異なる実施の形態】
　次に、図１３ないし図４４に示す本発明の異なる実施の形態につき説明する。なお、こ
れらの本発明の異なる実施の形態の説明に当って、前記本発明の第１の実施の形態と同一
構成部分には同一符号を付して重複する説明を省略する。
【００１７】
　図１３ないし図１５に示す本発明の第２の実施の形態において、前記本発明の第１の実
施の形態と主に異なる点は、円板状の取付け片１８Ａをナット本体１１に固定したナット
７Ａを用いた点で、このように形成されたナット７Ａを用いた連結具１Ａにしても、前記
本発明の第１の実施の形態と同様な作用効果が得られる。
【００１８】
　図１６ないし図１８に示す本発明の第３の実施の形態において、前記本発明の第１の実
施の形態と主に異なる点は、成型時にビス挿入溝２４、２４を外周部に形成した取付け片
１８Ｂをナット本体１１に固定したナット７Ｂを用いた点で、このように形成されたナッ
ト７Ｂを用いた連結具１Ｂにしても、前記本発明の第１の実施の形態と同様な作用効果が
得られる。
【００１９】
　図１９ないし図２２に示す本発明の第４の実施の形態において、前記本発明の第１の実
施の形態と主に異なる点は、ナット本体１１Ａの小径側端部の内壁面にねじ部２５を形成
するとともに、該ねじ部２５に螺合固定されるねじ筒２６を取付け片１８Ｃに形成した点
で、このようにナット本体１１Ａに取付け片１８Ｃを螺合固定することができるナット７
Ｃを用いた連結具１Ｃにしても、前記本発明の第１の実施の形態と同様な作用効果が得ら
れる。
【００２０】
　図２３ないし図２６に示す本発明の第５の実施の形態において、前記本発明の第１の実
施の形態と主に異なる点は、３個のナットセグメント１６、１６、１６を支持する下端外
周部にねじ部２７ａが形成された傾斜筒２７が一体形成された取付け片１８Ｄと、先端内
壁面に前記傾斜筒２７のねじ部２７ａと螺合されるねじ部２８が形成されたナット本体１
１Ｂを用いた点で、このように形成したナット７Ｄを用いた連結具１Ｄにしても、前記本
発明の第１の実施の形態と同様な作用効果が得られるとともにナット７Ｄの組み付けを容
易に行なうことができる。　なお、ナット本体１１Ｂと取付け片１８Ｄとの螺合固定状態
では不安な場合には、ナット本体１１Ｂと取付け片１８Ｄとの螺合部を接着剤で固定した
り、あるいは溶接等によって固定してもよい。
【００２１】
　図２７ないし図３０に示す本発明の第６の実施の形態において、前記本発明の第５の実
施の形態と主に異なる点は、３個のナットセグメント１６、１６、１６を支持する下端外
周部にねじ部２７ａが形成された断面Ｔ字状の傾斜片２７Ａ、２７Ａ、２７Ａが一体形成
された取付け片１８Ｅを用いた点で、このように形成された取付け片１８Ｅを用いて構成
したナット７Ｅを用いた連結具１Ｅにしても前記本発明の第５の実施の形態と同様な作用
効果が得られるとともに、ナット７Ｅの軽量化を図ることができる。
【００２２】
　図３１ないし図３４に示す本発明の第７の実施の形態において、前記本発明の第１の実
施の形態と主に異なる点は、少なくとも３個以上のガイド片１４、１４、１４が形成され
た外周面が六角形状の合成樹脂材製の内側筒体２９と、この内側筒体２９の外周部を覆う
ボルト挿入孔１２が形成された六角形状の外側筒体３０と、この外側筒体３０の先端部寄
りの部位に形成したフランジ部３１にカシメ固定するカシメ片３２、３２が形成された取
付け片１８Ｆを用いた点で、このように形成されたナット７Ｆにしても、前記本発明の第
１の実施の形態と同様な作用効果が得られる。
【００２３】
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　図３５ないし図３７に示す本発明の第８の実施の形態において、前記本発明の第７の実
施の形態と主に異なる点は、先端部に外方へ突出する円盤状のフランジ部３１Ａを形成し
た外側筒体３０Ａを用いるとともに、該外側筒体３０Ａのフランジ部３１Ａに、回動可能
に取付け片１８Ｆのカシメ片３２、３２でカシメた点で、このように構成したナット７Ｇ
にすることにより、前記本発明の第７の実施の形態と同様な作用効果が得られるとともに
、外側筒体３０Ａを回動させてボルトに螺合させることができる。
【００２４】
　図３８ないし図４１に示す本発明の第９の実施の形態において、前記本発明の第８の実
施の形態と主に異なる点は、外周部が円形状に形成された外側筒体３０Ｂを用いた点で、
このように形成された外側筒体３０Ｂを用いたナット７Ｈにしても、前記本発明の第１の
実施の形態と同様な作用効果が得られる。
【００２５】
　図４２ないし図４４に示す本発明の第１０の実施の形態において、前記本発明の第７の
実施の形態と主に異なる点は、外周部が円形状の外側筒体３０Ｃを用いた点で、このよう
に形成された外側筒体３０Ｃを用いたナット７Ｉにしても、前記本発明の第７の実施の形
態と同様な作用効果が得られる。
　なお、前記本発明の各実施の形態では連結具について説明したが、本発明はこれに限ら
ず、コンクリートに埋設されたアンカーボルトや他のボルトと螺合するナットに、本発明
のナット７、７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄ、７Ｅ、７Ｆ、７Ｇ、７Ｈ、７Ｉを用いてもよい。
　また、ナット本体内に収納されるナットセグメントは３個以外の３個以上収納してもよ
い。
【００２６】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなように、本発明にあっては次に列挙する効果が得られる。
【００２７】
（１） 内径が順次小径寸法となる傾斜孔を有する合成樹脂材製の内側筒体と、この内側
筒体の内壁面の軸心方向に形成された少なくとも３個以上のガイド片と、これらのガイド
片間に軸心方向にスライド移動可能に取付けられた内壁面にボルトと螺合されるねじ山が
形成された少なくとも３個以上のナットセグメントと、前記内側筒体の小径部側端部を除
く部位の外周部を覆う後端部にボルト挿入孔が形成された外側筒体と、この外側筒体内に
収納された前記内側筒体内の少なくとも３個以上のナットセグメントを常時該内側筒体の
小径側へ付勢する付勢スプリングと、前記内側筒体の小径側端部と当接し、前記少なくと
も３個以上のナットセグメントと螺合するボルト挿入孔が形成された前記外側筒体の外周
部よりも外方へ突出する該外側筒体に取付けられた複数個のビス等の挿入孔を有するフラ
ンジ状の取付け片とで構成されているので、ボルトの締め付ける部位までナットを押し込
みによって位置させることができるとともに、回転させることによって３個以上のナット
セグメントをボルトのねじ部に螺合させることができる。
　したがって、ナットの取付けが容易で、短時間に行なうことができる。
【００２８】
（２）前記（１）によって、取付け片をビス等によって締め付ける部材に固定することが
できる。
　したがって、使用中に締め付ける部材が縮んだとしても、ナット本体が追従して移動す
るとともに、内部のナットセグメントがスライド移動するため、締め付け力が変化するの
を効率よく防止することができる。
【００２９】
（３）前記（１）によって、付勢スプリングによってナットセグメントを常時小径側に付
勢しているので、確実にボルトと螺合させることができる。
【００３０】
（４）請求項２も前記（１）～（３）と同様な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の第１の実施の形態の使用状態の説明図。
【図２】本発明の第１の実施の形態の正面図。
【図３】本発明の第１の実施の形態の平面図。
【図４】本発明の第１の実施の形態のナットの正面図。
【図５】本発明の第１の実施の形態のナットの平面図。
【図６】本発明の第１の実施の形態のナットの側面図。
【図７】本発明の第１の実施の形態のナットの底面図。
【図８】図４の８－８線に沿う断面図。
【図９】図４の９－９線に沿う断面図。
【図１０】ナットの取付け状態の説明図。
【図１１】ナットの締め付け状態の説明図。
【図１２】締め付け部が縮んだ状態の説明図。
【図１３】本発明の第２の実施の形態の正面図。
【図１４】本発明の第２の実施の形態のナットの一部破断正面図。
【図１５】本発明の第２の実施の形態のナットの平面図。
【図１６】本発明の第３の実施の形態の正面図。
【図１７】本発明の第３の実施の形態のナットの一部破断正面図。
【図１８】本発明の第３の実施の形態のナットの平面図。
【図１９】本発明の第４の実施の形態の正面図。
【図２０】本発明の第４の実施の形態のナットの正面図。
【図２１】図２０の２１－２１線に沿う断面図。
【図２２】本発明の第４の実施の形態のナットの分解図。
【図２３】本発明の第５の実施の形態の正面図。
【図２４】本発明の第５の実施の形態のナットの正面図。
【図２５】図２４の２５－２５線に沿う断面図。
【図２６】本発明の第５の実施の形態のナットの組み付け状態の説明図。
【図２７】本発明の第６の実施の形態の正面図。
【図２８】本発明の第６の実施の形態のナットの正面図。
【図２９】図２８の２９－２９線に沿う断面図。
【図３０】本発明の第６の実施の形態のナットの組み付け状態の説明図。
【図３１】本発明の第７の実施の形態の平面図。
【図３２】図３１の３２－３２線に沿う断面図。
【図３３】図３２の３３－３３線に沿う断面図。
【図３４】本発明の第７の実施の形態を示す説明図。
【図３５】本発明の第８の実施の形態の平面図。
【図３６】図３５の３６－３６線に沿う断面図。
【図３７】本発明の第８の実施の形態を示す説明図。
【図３８】本発明の第９の実施の形態の平面図。
【図３９】図３８の３９－３９線に沿う断面図。
【図４０】図３９の４０－４０線に沿う断面図。
【図４１】本発明の第９の実施の形態を示す説明図。
【図４２】本発明の第１０の実施の形態の平面図。
【図４３】図４２の４３－４３線に沿う断面図。
【図４４】本発明の第１０の実施の形態を示す説明図。
【符号の説明】
１：連結具、　　　　　　２：桁、
３：桁、
４：挿入孔、
５：取付け板、　　　　　６：ボルト、
７、７Ａ～７Ｉ：ナット、８：外壁、
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９：内壁、
１０：傾斜孔、
１１、１１Ａ、１１Ｂ：ナット本体、
１２：ボルト挿入孔、
１３：ストッパー片、
１４：ガイド片、　　　　１５：ねじ山、
１６：ナットセグメント、１７：ビス挿入孔、
１８、１８Ａ～１８Ｆ：取付け片、
１９：付勢スプリング、　２０：ボルト挿入孔、
２１：ボルト、　　　　　２２：ナット、
２３：釘やビス、　　　　２４：ビス挿入孔、
２５：雌ねじ部、　　　　２６：ねじ筒、
２７：傾斜筒、　　　　　２７Ａ：傾斜片、
２８：ねじ部、　　　　　２９：内側筒体、
３０、３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ：外側筒体、
３１、３１Ａ：フランジ部、
３２：カシメ片。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図８】
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【図１０】

【図１１】
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【図１６】
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【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】



(11) JP 4201219 B2 2008.12.24
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【図２５】

【図２６】 【図２７】
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【図２８】

【図２９】

【図３０】

【図３１】

【図３２】

【図３３】

【図３４】
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【図３５】

【図３６】

【図３７】

【図３８】

【図３９】

【図４０】
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【図４３】
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